
本会は皆様からの寄付金のみで活動しているＮＰＯ法人であり、公的資金（税金）は一切いただいておりません。
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世
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岸
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日
系
企
業
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
投
資
が
加
速

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
日
系
企
業
の
投
資
が

加
速
し
て
い
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
外
国
投
資
の
窓
口
と

な
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
開
発
評
議
会（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）

に
よ
れ
ば
、
昨
年
の
日
系
企
業
の
投
資
は

十
九
件
で
、
一
昨
年
の
六
件
を
大
き
く
上

回
っ
た
。
今
年
は
さ
ら
に
活
発
で
、
昨
年

ビ
ル
で
建
設
中
の
日
本
の
工
業
団
地
へ

行
っ
て
み
た
ら
、
造
成
が
ほ
ぼ
終
了
、
進

出
第
一
号
と
し
て
、
王
子
製
紙
グ
ル
ー
プ

の
現
地
法
人
が
段
ボ
ー
ル
製
造
工
場
の
建

設
を
決
め
た
。

　
日
系
企
業
の
進
出
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
ば
か
り
か
雇
用
の

以
上
の
投
資
実
績
が
期
待
さ
れ
る
。

　
五
月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ

ン
郊
外
に
あ
る
経
済
特
区
へ
行
っ
て
み

た
。
二
年
前
に
訪
れ
た
時
は
更
地
だ
っ
た

が
、
日
系
企
業
で
は
味
の
素
の
工
場
が
操

業
し
て
い
た
。
ヤ
マ
ハ
も
近
々
工
場
を
建

設
す
る
そ
う
だ
。
つ
い
で
に
シ
ハ
ヌ
ー
ク

創
出
が
貧
困
を
削
減
す
る
結
果
と
な
り
、

大
き
な
国
際
貢
献
に
つ
な
が
る
。

　
ま
た
、
日
本
側
と
す
れ
ば
、
円
高
や
東

日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
り
、
日
本
の
国
内

企
業
が
海
外
に
活
路
を
見
出
す
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
事
情
も
否
定
で
き
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
か
ら
は
国
境
を

ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
唯
一
の
リ
ゾ
ー
ト
地
「
シ
ハ

ヌ
ー
ク
ビ
ル
」
の
不
動
産
の
権
利
を
買
う

こ
と
が
で
き
る
と
持
ち
か
け
ら
れ
、
大
金

を
支
払
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
仲
介
業
者

根
拠
の
な

い
投
資
話

が
横
行
し

て
い
る
と
、

国
民
セ
ン

タ
ー
が
注

意
を
喚
起

し
た
。
特

に
、
最
近

と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
る
そ
う
だ
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
の
文
化
交
流
も
盛

ん
に
な
っ
て
き
た
。

　
二
月
十
六
日
～
十
九
日
、「
日
本
カ
ン

ボ
ジ
ア
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
」

が
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
日
本

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
」（
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
で

開
か
れ
、
武
道
や
映
画
な
ど
日
本
の
文
化

が
紹
介
さ
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
や
在
留

邦
人
、
四
千
五
百
人
が
会
場
を
訪
れ
、
交

流
を
は
か
っ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
日
本
と
同
じ
仏
教
の
国
。

人
々
の
考
え
方
や
社
会
構
造
も
似
通
っ
て
い

て
双
方
親
し
み
易
い
国
民
性
を
持
つ
。

　
両
国
と
も
、
戦
争
・
内
戦
と
い
っ
た
暗

い
過
去
を
持
つ
が
、
こ
れ
か
ら
は
平
和
を

愛
し
、
明
る
く
前
向
き
に
お
付
き
合
い
し

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

越
え
た
企
業
活
動
が
さ
ら
に
活
発
に
な

り
、
投
資
ブ
ー
ム
に
押
さ
れ
て
カ
ン
ボ
ジ

ア
を
訪
れ
る
日
本
人
が
急
増
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
反
面
、
過
度
な
投
資
ブ
ー
ム
に
便
乗
し
、

プノンペン郊外の経済特区で
操業を始めた「味の素」の工場

カンボジアの子どもたちをサポートしてください

クメール教育里親会員募集

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

子ども１人につき、１年間３万円。一括納入、分割納入（毎
月 2500 円× 12 ヵ月）のどちらも可。所定の郵便振替用
紙を使ってお振込みください。

学用品、制服、靴などの購入、学校への納付金、お小遣い、
生活資金などに使われます。このほか、現地スタッフの
給料、ガソリン代、事務所家賃など現地でかかる経費、
通信費、印刷費など東京の本部でかかる経費として使わ
れます。

最低１年間単位ですが、少なくとも子どもが学校を卒業
するまでの期間、サポートしていただけたら幸いです。
里子からは年２回、近況を報せる手紙（日本語に翻訳）と
写真が届きます。　　

里親さんからの手紙、プレゼントも里子に届けることが
でき、心あたたまる交流ができます。現地で暮らす里子
に会いにいくための旅行も年３回実施しております。

【年　会　費】：

【会費の使途】：

【サポート期間】：

【里子との交流】：

　長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、大多数
の人々は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行
けない子どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。
　本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さ
んを募集しております。
　思えば67年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ
ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるように
なりました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子ども達を支援する番です。

小学校で勉強する里子

日本大使館を表敬訪問（下列左より２人目が樋口公使）

あいさつする加藤義雄会長

新校舎の前で生徒らと記念撮影

め
に
な
れ
る
よ
う
な
心
優
し
い
子
、
勉
強

に
頑
張
る
子
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
』
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
開
校
式
終
了
後
、
シ
ア
ン
・
ブ
ン
レ
ア

ン
氏
夫
妻
が
主
宰
し
て
昼
食
会
が
コ
ン
ポ

ン
チ
ュ
ナ
ン
県
の
庁
舎
で
行
な
わ
れ
、
日

本
か
ら
の
出
席
者
全
員
が
招
待
さ
れ
た
。

　
同
十
七
日
に
は
、
同
協
会
全
員
が
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
あ
る
〝
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
大

使
館
〟
を
表
敬
訪
問
、
着
任
早
々
の
樋
口

公
使
に
校
舎
の
完
成
を
報
告
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
校
舎
の
老
朽
化
と

子
ど
も
が
増
え
た
た
め
、
校
舎
が
不
足
し

て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
省
で
は
、
小

学
校
の
校
舎
を
建
設
し
て
く
だ
さ
る
方
を

探
し
て
お
り
、
本
会
が
そ
の
窓
口
の
一
団

体
に
な
っ
て
い
る
。
　
　

れ
た
。
二
人
が
使
え
る
ト
イ
レ

も
完
成
し
た
。

　
新
校
舎
が
完
成
す
る
前
、
同

小
学
校
で
は
木
造
校
舎
が
狭

い
た
め
、
五
年
生
と
六
年
生

（
七
十
人
）
は
別
の
村
に
あ
る

小
学
校
へ
通
っ
て
い
た
が
、
新

校
舎
が
完
成
し
、
一
年
生
〜
六

年
生
の
全
員
が
こ
こ
で
学
べ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
　

　
開
校
式
で
登
壇
し
た
加
藤
義

雄
会
長
は
『
皆
さ
ん
に
お
願
い

が
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ

は
、
こ
の
校
舎
の
建
設
に
た
く

さ
ん
の
人
が
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
で
す
。
ふ
た
つ
め

は
地
域
の
方
々
に
も
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
ど
う

か
こ
の
新
し
い
校
舎
で
楽
し

く
、
み
ん
な
仲
良
く
、
両
親
の

た
め
、
地
域
の
た
め
、
国
の
た 倒壊する危険性のある木造校舎で勉強していた

神戸ユネスコ協会がカンボジアに校舎を贈る

　
開
校
式
に
は
、
日
本
か
ら
加
藤
義
雄
会

長
を
始
め
と
す
る
同
協
会
の
メ
ン
バ
ー

十
二
人
が
、
本
会
か
ら
根
岸
恒
次
理
事
長

と
中
野
勝
理
事
が
出
席
し
た
。
ま
た
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
を
代
表
し
て
、
内
務
省
経

済
犯
局
長
兼
首
相
顧
問
、
シ
ア
ン
・
ブ
ン

レ
ア
ン
氏
夫
妻
を
始
め
と
す
る
多
く
の
要

職
者
が
出
席
し
た
。
地
元
の
村
か
ら
は
、

住
民
や
生
徒
ら
約
千
人
が
出
席
し
、
開
校

を
祝
っ
た
。

　
同
協
会
が
寄
贈
し
た
校
舎
は
レ
ン
ガ
ブ

ロ
ッ
ク
造
り
の
平
屋
建
て
、
約
四
十
人
が

利
用
で
き
る
教
室
が
五
つ
、
生
徒
が
座
る

机
と
椅
子
、
黒
板
な
ど
の
備
品
も
納
入
さ

今
日
か
ら
新
し
い
校
舎
で
お
勉
強

　
神
戸
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
神
戸
市
中
央
区
楠
町
・
加
藤
義
雄
会
長
）
の
資
金
協
力
に
よ

り
、
昨
年
十
一
月
に
着
工
し
た
小
学
校
の
校
舎
（
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
県
ロ
ミ
ア
ス
村
・

ス
ト
ッ
ク
ア
イ
ト
ロ
ミ
ヤ
小
学
校
・
生
徒
数
約
二
百
人
）
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
五
月
十
四

日
、
同
小
学
校
校
庭
で
開
校
式
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

開
校
式
に
日
本
か
ら
十
四
人
出
席
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5月に完成した井戸の内訳
／ ネームプレートに記されたお名前など 学校名 生徒数 学校の所在地

① 長崎県　武藤和義・康代　海津逞人　2011.12.31誕生記念 アムターセット小学校 261人 カンダール県アムサノール郡

② ＭＡＴＵＯ　ＹＵＭＩ アムカー小学校 549人 カンダール県アムサノール郡

③ 翁茂哲・武藤祐子　結婚記念　2011.11.19 クロッチ小学校 342人 コンポンチャム県プレイチュ郡

④ 北海道より愛を込めて！　高田都悠子 パンニュイン小学校 154人 コンポントム県プラサートバラン郡

※通算の井戸設置数（2003年〜）＝208基（5月現在）

5月はカンボジアの小学校に4基の井戸が完成
　５月は、４つの小学
校に手押しポンプ式井
戸を寄贈した。５月15
日、各小学校で贈呈式
が行なわれ、寄贈者に
代わり根岸理事長が出
席し、あいさつした。
　寄贈者からの依頼が
あれば、ネームプレー
トに記するお名前な
ど、あまり長くならな
い範囲で、注文に応じ
ることが可能。誕生記
念、結婚記念、昇天記
念など。きれいな冷水で顔を洗う子どもたち

　
今
年
三
月
の
ふ
れ
あ
い
の
旅
に
参
加
し
て
四

回
目
に
な
り
ま
す
。

　
ふ
と
し
た
ご
縁
で
会
員
に
な
っ
た
こ
と
は
、

私
の
第
二
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
に
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
の
関
係
上
、
こ
れ
か
ら
の
二
十
一
世
紀

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
何
か
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
の
が
、
こ
の
会
に
入
会
す
る
き
っ
か

け
で
す
。

　
以
前
、
あ
る
講
演
会
で
「
あ
な
た
の
夢
は
何

で
す
か
」「
私
の
夢
は
、
大
人
ま
で
生
き
る
こ

と
で
す
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ア
ジ
ア
の
発
展
途

上
国
の
支
援
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
話
を
聞

き
、
感
動
し
、
涙
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
こ
の
話
を
聞
き
幼
児
教
育
の
仕
事
を
し
て
い

る
私
に
と
っ
て
何
を
す
べ
き
か
と
考
え
た
時
、

今
す
べ
き
こ
と
は
、
現
地
に
足
を
運
び
そ
の
確

か
な
現
状
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
こ
の
会
の
支
援
の
旅
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

理
事
長
様
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
対
す
る
思
い
に
は
毎
回
頭
が
下
が
る
思
い

が
い
た
し
ま
す
。

　
私
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
国
の
事
が
理
解
で
き
、
そ
の
な
か
で
も
ゴ

ミ
の
中
で
働
い
て
い
る
子
ど
も
や
、
一
度
も
お

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
こ
と
が
な
く
、
い
つ
も
死

と
隣
り
合
わ
せ
で
生
き
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が

い
る
と
い
う
事
を
知
り
、
最
初
は
大
変
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ふ
れ
あ
い
の
旅
の
参
加
回
数
を
重

ね
る
ご
と
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
達
の
人
柄
、
人

間
味
あ
ふ
れ
る
笑
顔
に
心
を
癒
さ
れ
、
貧
し
い

中
で
一
生
懸
命
生
き
て
い
る
姿
を
見
て
、
豊
か

な
国
で
は
あ
り
ま
す
が
日
本
人
の
心
の
貧
し
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
の
保
育
園
の
子
ど
も
や
保
護

者
・
職
員
に
豊
か
な
国
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

幸
せ
と
、
貧
し
く
て
も
一
生
懸
命
生
き
て
い
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
達
の
こ
と
を
伝
え
る
事
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
日
、
東
久
邇
宮
記
念
賞
を
頂
き
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
受
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
こ
の
受
賞
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
私
自
身
も
っ

と
ア
ジ
ア
の
国
の
現
状
に
見
聞
を
広
げ
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
と

共
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
復
興
支
援
に
力
を
注
い
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指

導
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
奈
良
県
大
淀
町
・
里
親
会
員
）

里子の家庭訪問をしました

「
21
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

支
援
す
る
会
」
の
会
員
に
な
っ
て

上
山
陽
子

投
　
稿１泊旅行を楽しむ 　お正月（４月）休

暇を利用し、子ども
たちは恒例の旅行を
楽しんだ。行先は夢
ホームから車で約
４時間の海辺の町
“コッコン”。昨年ま
では日帰りだった
が、今年はお年玉募
金を活用し、海辺に
一泊した。滝で水遊びする子どもたち

神戸ユネスコ協会の皆さんが訪問

　５月 13 日、
神戸ユネスコ
協会一行（12
人）が夢ホー
ムを訪問し、
子どもたちに
各１着ずつ、
普段着と学校
の制服をプレ
ゼントしてく

れた。久々の訪問に、子どもたちは覚えたての日本語で、
あいさつを交わした。

いただいた服を着て神戸の皆さんと

　井戸は１基16万円（ネームプレート付き）で完成する。
問い合せは事務局へ。（☎03－3991－2854）

　
板
金
加
工
の
分
野
で
、
長
き
に
わ
た
り
日
本

の
も
の
作
り
を
支
え
て
き
た
鈴
木
千
雄
さ
ん

（
愛
知
県
あ
ま
市
・
里
親
会
員
）
が
五
月
二
日
～

四
日
、
夢
ホ
ー
ム
内
の
職
業
訓
練
棟
で
第
十
一

回
「
も
の
作
り
技
能
講
習
会
」
を
開
催
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
ほ
ぼ
隔
月
に
夢
ホ
ー
ム
を

訪
問
、
夢
ホ
ー
ム
や
近
所
の
中
学
生
を
対
象

に
板
金
加
工
の
技
術
を
教
え
て
い
る
。

　
今
ま
で
習
っ
て
い
た
中
学
生
が
卒
業
し
、

高
校
へ
入
学
し
た
関
係
で
、
新
た
に
中
学
生

が
数
人
加
わ
っ
た
。
初
め
て
教
え
を
受
け
た

中
学
生
は
緊
張
の
中
に
も
技
術
を
習
得
す
る

喜
び
を
実
感
し
て
い
た
。
今
回
の
講
習
会
は

化
粧
箱
作
り
に
挑
戦
、
完
成
品
は
そ
れ
ぞ
れ

の
家
に
持
ち
帰
っ
た
。

　
次
回
（
第
十
二
回
）
の
講
習
会
は
、
七
月

二
日
～
四
日
を
予
定
し
て
い
る
。

カンボジアの子どもたちに板金加工技術を教える鈴木千雄さん

第
十
一
回
「
も
の
作
り
技
能
講
習
会
」
開
催
（
夢
ホ
ー
ム
）

ロ
ー
で
は
よ
く
回
る
で
し
ょ
う
ね
。

　
ビ
ー
ル
は
圧
倒
的
に
「
ア
ン
コ
ー
ル
」

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
。
最
近
の
若
者
に
は

「C
A
M
B
O
D
IA

」
と
い
う
ビ
ー
ル
が
人
気

だ
そ
う
で
、
現
地
人
か
ら
も
勧
め
ら
れ
た
。

定
番
も
変
化
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
ス
ー
パ
ー
で
の
値
段
は
ど
ち
ら
も
一
カ
ー

ト
ン
十
一
・
五
〇
ド
ル
（
日
本
円
に
直
す
と

八
十
円
を
か
け
る
の
で
九
百
二
十
円
ぐ
ら
い

に
な
る
。）
一
缶
四
十
円
く
ら
い
。
た
だ
し
、

三
百
三
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。

　
お
土
産
に
一
カ
ー
ト
ン
、
ト
ラ
ン
ク
に
詰

め
て
持
ち
帰
っ
た
。
さ
す
が
に
重
い
。

　
早
速
、
差
し
上
げ
た
人
か
ら
感
想
の
電
話

が
あ
っ
た
。
度
数
は
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
五
度

で
あ
る
。

　「
案
外
、
美
味
し
く
、
飲
み
や
す
く
、
先

生
の
よ
う
に
ク
セ
が
な
い
！？
」
と
皮
肉
を
言

わ
れ
た
。（

理
事
・
関
西
支
部
長
、
中
野
勝
）

若者に人気の CAMBODIA ビール

トゥッサナー・カンボジア

ビ
ー
ル
の
定
番

＊
ト
ゥ
ッ
サ
ナ
ー
と
は
観
察
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
は
缶
詰
の
飲

み
物
を
買
っ
た

時
は
必
ず
ス
ト

ロ
ー
を
付
け
て

く
れ
る
。
ビ
ー

ル
も
ス
ト
ロ
ー

で
飲
む
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
は
か
な

り
い
る
。
ス
ト

■
こ
う
ろ
ぎ
を
捕
獲
し
て
売
る

■
牛
の
飛
び
出
し
あ
り
、
危
険

■
ポ
ー
ズ
を
と
る
猿

■
燃
料
の
多
く
を
占
め
る
炭

し
、
こ
う
ろ
ぎ
な
ど
の
虫
が
水
槽
に
落
ち
て
捕

獲
す
る
道
具
だ
。
そ
れ
を
火
で
焼
い
て
、
近
所
の

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
観
光
客
に
売
っ
て
お
り
、
農

家
の
大
き
な
副
収
入
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

る
そ
う
だ
。
特
に
牛
が
横
断
す
る
箇
所
に
牛

マ
ー
ク
の
標
識
あ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
を

促
し
て
い
る
。

観
光
客
に
愛
嬌
を
ふ
り
ま
い
て
は
餌
を
ゲ
ッ
ト

し
て
い
る
。
親
子
の
猿
が
お
も
し
ろ
い
ポ
ー
ズ

を
と
っ
て
く
れ
た
の
で
、
ご
褒
美
に
餌
を
沢
山

あ
げ
て
き
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
都
市

部
で
は
ガ
ス
が
普
及

し
て
い
る
が
、
地

方
で
は
炭
が
主
流

だ
。
国
道
沿
い
で
は

炭
が
安
く
売
ら
れ
て

い
る
。（
一
袋
二
百

円
程
度
）
夢
ホ
ー
ム

で
も
炭
を
使
っ
て
お

り
、
ご
飯
は
炭
で
炊

く
と
お
い
し
い
と
い

う
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら

シ
ュ
ム
リ
ア
ッ
プ
へ
通

じ
る
国
道
六
号
線
沿
い

に
、
ビ
ニ
ー
ル
製
の
に

わ
か
水
槽
が
並
ん
で
い

た
。
夜
に
な
れ
ば
水
槽

の
上
に
蛍
光
灯
を
吊
る

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
行
く

と
や
た
ら
目
に
付
く
の

が
牛
。
大
半
が
農
耕
用

だ
が
、
野
放
し
で
飼
わ

れ
て
い
る
牛
が
多
い
の

で
、
最
近
は
交
通
事
故

死
す
る
牛
が
増
え
て
い

　
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
リ
ゾ
ー
ト
地
、

シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ

ル
海
岸
は
野
生

の
猿
が
沢
山
生

息
し
て
い
て
、 ウォッ

チ!

カンボ
ジア

お米をありがとうございました

　５月も、
合計４袋の
お米を寄贈
していただ
いた。あり
がとうござ
いました。

※お米を寄贈してくださった方 （々敬称略）
佐藤たず子、黒柳洋美

正門に看板を設置

　１月に実施し
たお年玉募金で
夢ホームの整備
を進めている
が、５月は正門
に看板を設置し
た。これまで正
門には小さなプ
レートしかな

く、訪ねてくる人にもわかりにくかったが、大きな表札
ができて一安心。

立派な看板が完成しました

電気洗濯器が寄贈された

　職業訓練指導の
ため、隔月に夢
ホームを訪問して
いる鈴木千雄さん
が、日立製の大型
電気洗濯器を寄
贈してくださり、
さっそく子どもた
ちが使い始めた。
これからは、井戸
水を使っての手洗
いと併用するそう
だ。洗濯が楽しくなりました

お米ありがとうございました

＊児童養護施設《夢ホーム》は両親

や片親を亡くしたり、親がいても

家庭的に恵まれない子どもたちの

生活の場として、会員の皆様のご

厚意により、2009年１月に建物が

完成、同年３月に開園しました。

現在、５歳から15歳までの20人の

子どもたちが入園、近所の小・中

学校へ通学しています。

22012年（平成24年）　7月1日（第65号）



日
本
写
真
連
盟
会
員
の
写
真
家
、

遠
藤
啓
さ
ん
（
伊
豆
の
国
市
・
会

員
）
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
撮
り
た
め

た
写
真
七
十
点
、
ほ
か
に
、
会
の

活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
資
料

も
数
多
く
展
示
し
、
来
場
者
に
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　
本
会
の
ほ
か
、
日
本
雲
南
聯

誼
協
会
、
レ
イ
ン
ボ
ー
国
際
協

会
、
日
本
ス
リ
ラ
ン
カ
国
際
文
化

社
会
開
発
協
会
が
参
加
、
三
日
間

に
四
百
人
以
上
が
来
場
し
て
く
れ

た
。

里子家庭訪問記録
名前：スム・コイ
年齢：8歳

好きな教科：国語（特にアルファベットを書くのが好きです。）
苦手な教科：算数（特に足し算を解くのが苦手です。）
担任から一言：成績：A　道徳：A　健康：A　学校活動：A　出席：A

好きな遊び：ブランコに乗るのが好きです。
好きな食べ物：野菜炒め
将来の夢：軍人になりたいです。

住んでいる場所：コンポンスプー県　チャバーモン郡、
　　　　　　　　チャバーモンコミューン、ソムブール村
学校までの所要時間：徒歩で15分

家庭状況：現在、両親を亡くし、祖父母と暮らし、兄１人、スム・コイ君は
第２子です。

一日の過ごし方：朝５時半に起床。顔を洗って、水を浴びてから朝食をして
学校に通っています。授業が終わってから家に戻って来て、昼食をしています。
午後、学習塾へ行きます。夕食は６時ごろに食べ、水を浴びてから、学校で
勉強した事を復習して、８時頃に寝ます。

学校名：ソムブール小学校
性別：男の子学年：小学校の１年生

備考 ：
　現在、スム・コイ君は両親を亡くし
てから、祖母と祖父と暮らしていま
す。祖母と祖父はお米を作ります。こ
の仕事以外に、祖母は市場で他人の
料理の手伝いする人として働いてい
ます。毎月里親さんから頂いている支
援金で、学用品や洋服を買って、一部
のお金はお米を買うそうです。スム・
コイ君は学校の授業では、よく先生
の説明を聞いて、休み時間には、友達
とブランコに乗って遊ぶのが好きだ
と言いました。「里親さんは孫を里子
として選んでいただいて喜んで、里親
さんのおかげで、スム・コイ君が学校
に行けます」と祖母は言っていまし
た。
2012年5月17日　
担当者：サート・スリン教室で勉強をしている写真

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
（
本
校
＝
東
京
都

台
東
区
）
の
選
任
講
師
を
務
め
、
自
宅
に
も
工
房

を
持
つ
榎
戸
徹
彦
さ
ん（
横
浜
市
・
里
親
会
員
）が
、

夢
ホ
ー
ム
に
工
房
を
作
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女

性
や
若
者
の
自
立
を
目
標
に
、
鋳
造
に
よ
る
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
の
技
術
を
指
導
し
て
い
る
。

　
五
月
二
十
八
日
～
六
月
二
日
、
第
七
回
目
の

講
習
会
を
開
催
し
た
。
昨
年
五
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
講
習
会
も
二
年
目
と
な
り
、
今
回
よ
り
新

た
に
四
名
の
生
徒
が
加
わ
っ
た
。

　
今
回
の
講
習
会
で
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
販
売

す
る
た
め
の
額
を
入
れ
る
箱
作
り
と
、
新
し
く

加
わ
っ
た
生
徒
に
は
、
基
本
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
作

り
を
指
導
し
た
。

　
七
月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
の
参
加

者
が
夢
ホ
ー
ム
を
訪
問
す
る
時
ま
で
に
販
売
で

き
る
よ
う
、
準
備
し
て
い
る
。

　
次
回
の
講
習
会
は
、
七
月
九
日
～
十
三
日
を

予
定
し
て
い
る
。

　
大
学
生
Ｎ
君
の
里
子
は
、か
わ
い
い
女
の
子
チ
ー

ち
ゃ
ん
。
初
め
て
訪
問
し
た
時
は
、
チ
ー
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
二
人
だ
け
で
し
た
。
お
母
さ

ん
は
町
に
働
き
に
行
っ
て
留
守
で
し
た
。

　
趣
味
の
欄
に
「
な
わ
と
び
」
と
書
い
た
チ
ー

ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、
Ｎ
君
は
な
わ
と
び
を
持
っ

て
い
き
ま
し
た
。
小
さ
な
チ
ー
ち
ゃ
ん
の
た
め

に
、
な
わ
と
び
の
長
さ
を
調
節
し
て
あ
げ
て
い

ま
し
た
。
背
の
高
い
Ｎ
君
と
ち
っ
ち
ゃ
な
チ
ー

ち
ゃ
ん
が
並
ん
で
、
な
わ
と
び
を
し
て
い
る
の

を
見
て
い
る
と
心
が
ほ
ん
わ
か
温
か
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
二
度
目
の
訪
問
の
時
は
、
三
人
姉
妹
が
待
っ

て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
も
町
か
ら

帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　
チ
ー
ち
ゃ
ん
の
家
は
高
床
式
で
す
。
今
に
も

壊
れ
そ
う
な
階
段
を
ギ
シ
ギ
シ
昇
っ
て
い
く

と
、
三
人
姉
妹
の
両
側
に
お
母
さ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
座
っ
て
い
て
、
な
ん
だ
か
と
て
も
頼

も
し
い
お
父
さ
ん
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
Ｎ
君
は
大
き
な
地
図
を
広
げ
る
と
、「
こ
こ

が
日
本
で
、
こ
こ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
と
説
明
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
通
訳
の
人
が
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
ひ
と
り
ず
つ
に
ノ
ー

ト
な
ど
文
房
具
を
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
、
と
っ
て
も
素
敵
な
里
子
訪
問
だ

と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　（
東
京
都
・
会
員
）

　
五
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日
、「
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
展
示
場
」（
横
浜
市
）
に
於
い
て
写

真
展
「
ア
ジ
ア
の
こ
ど
も
た
ち
」
が
開
催
さ
れ
、
本
会
も
参
加
し
沢
山
の
写
真
を
展
示
し
た
。
全

第
七
回
「
鋳
造
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
技
術
講
習
会
」（
夢
ホ
ー
ム
）

素
敵
な
お
父
さ
ん
　
今
　
紀
子

投
　
稿

新しい生徒が 4 人加わった

授与式に出席した皆さん

講演する石川桂さん

会場に展示した篆刻作品とカンボジアの写真

たくさんの人たちが来てくれた

大学生のＮ君（左端）

写
真
展
「
ア
ジ
ア
の
こ
ど
も
た
ち
」
に
出
展

　
発
明
、
音
楽
、
芸
術
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
分
野
で
功
績

の
あ
っ
た
人
を
顕
彰
す
る
平
成

二
十
四
年
度
「
東
久
邇
宮
記
念

賞
」
の
授
与
式
及
び
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
が
四
月
十
八
日
、
「
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
（
東
京
都

新
宿
区
）
で
行
な
わ
れ
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
国
際
協
力
）
の

部
門
で
、
十
人
の
本
会
会
員
さ

ん
が
受
賞
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

　
受
賞
し
た
皆
さ
ん
は
、
主
と

し
て
本
会
を
通
じ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
へ
の
支
援
活
動
、
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
社
会
で
実
践
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
、
受
賞
に
至
っ
た
。

　
授
賞
式
に
は
六
人
が
出
席
、

欠
席
さ
れ
た
方
に
は
後
日
、
賞

状
を
郵
送
し
た
。

　
同
会
と
の
関
わ
り
は
、
本
会
の
根
岸
理
事
長
が
十
年
ほ
ど
前
よ
り
同
会
の
役
員
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
五
年
ほ
ど
前
よ
り
、
本
会
会
員
さ
ん
の
中
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
方
を
順
次
推
薦
し
て
い
る
。

◎
受
賞
者
の
お
名
前
（
敬
称
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）
　
上
山
陽
子
（
奈
良
県
）
、

大
嶽
正
泰
（
静
岡
県
）
、
白
石
恵
子
（
栃
木
県
）
、
木
村
ふ
よ
（
横
浜
市
）
、
辻
義
輝

（
熊
本
県
）
、
中
田
恵
美
子
（
青
森
県
）
、
小
深
静
香
（
大
阪
府
）
、
花
岡
ト
ク
コ

（
長
野
県
）
、
青
山
悦
子
（
富
山
県
）
、
石
原
信
子
（
熊
本
県
）

　
四
月
十
四
日
、
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
ど
も
達

に
夢
と
希
望
を
贈
る
市
民
の
会
」
の
総
会
兼
発

足
式
が
「
日
立
市
教
育
プ
ラ
ザ
」
で
開
催
さ
れ

た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
達
に
夢
と
希
望
を

贈
る
と
共
に
、
子
ど
も
達
同
士
が
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
、
仲
間
意
識
を
育
み
、
心
身
の
育
成
を
は

か
り
、
強
調
精
神
を
養
い
、
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
中
核
と
な
る
青
少
年
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
日
立
市
民
を
中
心
に
発
足
し
た
。
会
長

に
は
、
本
会
会
員
の
田
尻
耕
造
さ
ん
、
会
長
代
理

に
本
会
会
員
の
菊
池
和
雄
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

　
発
足
式
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
造
詣
が
深
い

藤
田
幸
久
財
務
副
大
臣
が
来
賓
と
し
て
出
席

し
、
お
祝
い
の
言
葉
を
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
本

会
か
ら
根
岸
理
事
長
が
出
席
、
本
会
と
連
携
し

て
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
挨
拶
し
た
。

　
同
会
は
す
で
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
二
度
に
わ
た

り
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
き
、
今
年
の
十
一
月
に

は
三
度
目
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
計
画
し
て
い

る
。

　
今
年
の
三
月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
小
学
校
に
校
舎
を
寄
贈
し
た

石
川
桂
さ
ん
（
愛
知
県
安
城

市
・
理
事
、
里
親
会
員
）
が
今

年
も
「
篆
刻
作
品
展
」
を
開
催

し
た
。

　
五
月
九
日
～
十
四
日
、
愛
知

県
知
立
市
の
画
廊
「
じ
ん
が

ら
」
で
開
催
、
会
場
に
は
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
人
と
く
ら
し
」

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
写
真
、
会

報
、
募
金
箱
な
ど
を
並
べ
た
。

　
ま
た
、
三
月
に
撮
影
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
放
映
す
る
な
ど
、
会
の

広
報
活
動
に
一
役
買
っ
た
。

　
多
く
の
方
々
が
こ
こ
ろ
よ
く

募
金
に
応
じ
て
く
だ
さ
り
、
感

謝
し
て
い
る
。

10人の会員さんが東久邇宮記念賞（ボランティア部門）受賞石
川
桂
さ
ん
が
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
講
演

石川桂さんが篆
て ん

刻
こ く

作品展開催

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
ど
も
達
に
夢
と
希
望
を
贈
る
市
民
の
会
」
が
発
足

発足式に集まった会員の皆さん（下列右から２人目が藤田財務副大臣）

教師をめざして勉強中の里子

　
「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、
五
月
末
日
現
在
、
三
百
七
十
三
人
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育
支
援
し
て
い
る
。

　
昨
年
、
里
親
か
ら
の
教
育
支
援
を
受
け
て
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
女
の
子
の
家
を
訪
問

し
た
。
今
も
、
里
親
か
ら
の
生
活
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
小
学
校
の
教
師
を
め
ざ
し
、
学

習
塾
に
通
っ
て
い
る
。
教
師
に
な
る
た
め
の
試
験
が
今
年
の
暮
れ
に
あ
る
そ
う
で
、
自
宅

で
も
勉
強
中
心
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　
こ
の
女
の
子
は
、
二
〇
〇
四

年
か
ら
日
本
の
里
親
か
ら
支

援
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
間
に

両
親
を
病
気
で
亡
く
し
、
今
は

伯
母
さ
ん
の
家
で
暮
ら
す
。

　
今
年
の
暮
れ
の
試
験
に
合

格
し
、
晴
れ
て
教
師
に
な
れ

る
よ
う
、
激
励
し
て
家
を
あ

と
に
し
た
。

　
五
月
九
日
、
石
川
桂
さ
ん
（
愛
知
県
安
城

市
・
理
事
、
里
親
会
員
）
が
三
河
安
城
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
例
会
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

―
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
と
く
ら
し
・
支
援
活
動
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
講
演
後
、
役

員
や
会
員
の
方
々
と
懇
談
し
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
中
に
は
、
石

川
さ
ん
の
知
人
や
教
え
子
（
石
川
さ
ん
は
長
年

教
師
を
し
て
い
た
）
が
多
く
、
協
力
を
申
し
出

る
方
も
い
て
有
意
義
な
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

2012年（平成24年）　7月1日（第65号）3



私
の
戦
争
体
験

　本旅行は観光旅行では味わうこと
のできない現地の子ども達との交流
をはかることができます。
　特に本会が運営する児童養護施設
「夢ホーム」の子ども達が皆様をお
待ちしております。併せて学用品配
布などのボランティア活動にも参加
でき、思い出に残る充実した海外旅
行を楽しむことができます。旅行代
金も格安に設定しましたので、お気
軽にご参加ください。
　もちろんカンボジアといえば世界遺
産の宝庫、アンコールワット観光（オプ
ショナルツアー）も予定に入れました。
　なお、募集は原則として本会会員を
対象にしておりますので、参加され
る方は、事前に会員登録(一口5,000
円)が必要になります。

【旅行期間】平成24年11月7日（水）～13日（火）〈５泊７日〉
【募集定員】最少催行人員10名様（定員＝30名）

先着順で受け付け、定員になり次第締め切ります。
【滞在ホテル】ダイヤモンドホテル(プノンペン)５泊
【利用空港】成田空港および関西空港など
【旅行日程】７日＝成田空港・関西空港などから乗り継ぎにてカンボジアの

プノンペン国際空港へ。
　　　　　　８日＝小学校を訪問、井戸贈呈式と学用品配布など
　　　　　　９日＝教育支援する里子の家を訪問
　　　　　　10日＝自由行動（オプショナルでアンコールワット観光、

サッカー大会あり）
　　　　　　11日＝夢ホーム訪問、セントラルマーケットで買い物

12日＝プノンペン市内観光後、夕方チェックアウト⇒プノンペン国
際空港から帰国の途へ

13日＝早朝、成田・関西空港などに到着
【旅行代金】14万円～15万円を予定。＊現地までの航空券代、空港税、ビザ申請

代、現地での宿泊代、食事代、車代など、旅行にかかるほとんどの
費用を含みます。＊１人部屋希望者追加料金5泊で12,000円。＊日
帰りアンコールワット観光25,000円（希望者のみ）＊傷害保険は各
自でおかけください。

【締切日】平成24年9月10日(月)

第22回カンボジアふれあいの旅　参加者募集第22回カンボジアふれあいの旅　参加者募集

真珠のように輝く子供たちの瞳に出会ってみませんか？
「夢ホーム」で子ども達と楽しい交流・里子の家庭訪問・感動的な井戸の贈呈式・学用品配布・アンコールワット観光など

「夢ホーム」の子ども達が皆さんをお待ちしています

学校訪問では井戸贈呈式に出席します

七
月
〜
八
月
の
予
定

●
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
七
月
一
日
付
第
六
十
五
号
発
行

●
第
二
十
一
回
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
（
七
月
四
日
～
十
日
）

●
四
人
の
会
員
さ
ん
が
夢
ホ
ー
ム
滞
在
（
七
月
六
日
～
十
五
日
）

事
務
局
便
り

カ
ン
ボ
ジ
ア

ニ
ュ
ー
ス

現
地
で
発
行
し
て
い
る
新
聞
や
情
報
誌
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ミ
ニ

ジ
ャ
ン
ボ
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
丸
山
巌
さ

ん
（
七
十
七
歳
）
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪

ム･

ソ
ッ
カ
ー
氏
を
党
首
と
す
る
人
権

党
は
声
明
を
発
表
し
、「
ア
ン
コ
ー
ル

本
の
文
部
科
学
省
は
、
二
〇
一
二
年
の

日
本
の
留
学
生
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
軍
の
レ
ス
キ
ュ
ー
消
防
隊

員
ら
約
三
百
人
を
前
に
講
演
し
た
。

　
丸
山
さ
ん
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
歴
約
四
十
年
。

「
ジ
ャ
ン
ボ
機
は
ど
れ
く
ら
い
の
燃
料
を
積
み

ま
す
か
」
と
い
う
問
い
掛
け
か
ら
話
を
始
め
、

二
十
万
リ
ッ
ト
ル
の
燃
料
と
五
百
人
近
い
乗

客
・
乗
員
の
命
を
預
か
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て

の
任
務
の
重
さ
を
説
明
し
た
。

　
丸
山
さ
ん
は
横
浜
市
在
住
。
東
日
本
大
震
災

後
は
、
南
相
馬
市
と
自
宅
を
往
復
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
続
け
て
い
る
。

ワ
ッ
ト
は
世
界
遺
産
で
あ
り
全
人
類
が
守
り
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
世
界

の
ど
こ
を
み
て
も
、
世
界
遺
産
級
の
遺
跡
や
建

造
物
を
、
ほ
か
の
国
が
そ
の
も
と
の
遺
跡
や
建

造
物
以
上
の
大
き
さ
で
建
設
す
る
こ
と
を
許
可

し
て
い
る
国
は
な
い
」
と
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

あ
る
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
よ
り
大
規
模
な
ア
ン

コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
模
倣
建
造
物
を
イ
ン
ド
に
建

設
す
る
こ
と
は
、
何
の
問
題
な
い
と
し
た
情
報

相
の
声
明
に
反
発
を
示
し
た
。

　
情
報
大
臣
は
、
イ
ン
ド
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア

ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
よ
り
も
大
き
な
ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
の
模
倣
建
造
物
を
建
設
す
る
計
画
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
ま
だ
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
来
た
こ
と

の
な
い
世
界
の
多
く
の
人
々
に
ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
の
こ
と
を
知
ら
し
め
、
将
来
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
本
物
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
見
に
来

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な

り
、
誇
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
人
権
党
は
、
こ
の
解
釈
は
言
語
道
断
だ
と
反

発
し
て
い
る
。

学
生
二
十
八
人
を
選
ん
だ
。
三
月
十
六
日
に
行

な
わ
れ
た
壮
行
会
に
は
、
黒
川
雅
文
駐
カ
ン
ボ

ジ
ア
大
使
、
イ
ム･

セ
ッ
テ
ィ
ー
教
育
青
年
ス

ポ
ー
ツ
大
臣
、
元
留
学
生
ら
が
出
席
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
民
間
、
公
共
活
動
の
発
展
促

進
の
た
め
の
人
材
育
成
に
協
力
を
し
て
く
れ
て

い
る
日
本
に
感
謝
し
た
。

元
ジ
ャ
ン
ボ
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
講
演

人
権
党
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を

建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
イ
ン
ド
を
批
判

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
生
二
十
八
人
が
日
本
に
留
学

元

ク

日
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お問い合せ・
申し込み

「
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
に
参
加
し
て

佐
野
和
俊

投
　
稿

投
　
稿

　
今
回
の
旅
行
は
、
私
に
と
っ
て
本
当
に
貴
重

で
収
穫
の
多
い
旅
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
〝
ふ

れ
あ
い
の
旅
〟
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
動
機

は
、
世
界
遺
産
の
観
光
も
あ
る
し
、
ス
ケ
ッ
チ

旅
行
の
い
い
機
会
か
な
と
思
い
、
誘
わ
れ
る
ま

ま
軽
い
気
持
ち
で
申
し
込
み
ま
し
た
。

　
私
の
今
ま
で
の
旅
行
と
言
え
ば
、
観
光
地
を

グ
ル
ッ
と
回
っ
て
、
お
い
し
い
物
を
食
べ
て
、

家
へ
帰
っ
て
ほ
っ
と
一
息
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で

し
た
。

　
今
ま
で
の
旅
行
と
の
最
大
の
違
い
は
、
タ
イ

ト
ル
通
り
〝
ふ
れ
あ
い
の
旅
〟
で
し
た
。
現
地

の
人
と
ナ
マ
で
ふ
れ
あ
い
、
そ
の
生
活
を
間
近

で
見
聞
し
た
事
で
、
日
本
以
外
の
生
活
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　
中
で
も
「
夢
ホ
ー
ム
」
で
の
交
流
体
験
は
、

私
に
い
く
つ
か
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
夢
ホ
ー
ム
の
子
供
達
は
と
て
も
明
る
く
、
多

才
で
、
好
奇
心
旺
盛
で
、
笑
顔
で
語
り
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。
日
本
の
子
供
達
に
は
な
い
目
の
輝
き

を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
交
流
で
は
日
本
語
の
上
手
な
子
に
驚
き
、
ワ

ン
マ
ン
シ
ョ
ー
を
演
じ
て
く
れ
た
子
、
食
事
の

後
片
付
け
を
手
際
よ
く
こ
な
し
て
い
く
子
供
達

の
生
き
生
き
し
た
姿
を
見
て
、
子
供
達
か
ら
豊

か
な
心
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
さ
ん
の
里
子
の
家
庭
訪
問
に
同

行
し
た
時
、
炎
天
下
で
ボ
ー
ル
蹴
り
を
し
て
遊

ん
だ
男
の
子
は
、
純
真
で
無
邪
気
で
本
当
に
可

愛
か
っ
た
。

　
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
心
は
充
分
通
じ
た
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
は
物
質
面
で
は
と
て
も
豊
か
で
す
。
し

か
し
そ
れ
が
本
当
に
良
い
こ
と
な
の
か
？
考
え

さ
せ
ら
れ
る
子
供
達
と
の
交
流
体
験
で
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
収
穫
は
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
や

〝
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会
〟
の
人
達
の
、
子

供
達
を
純
粋
に
支
援
さ
れ
て
い
る
姿
を
随
所
で

見
せ
て
も
ら
い
、
人
の
本
当
の
豊
か
さ
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
て
く
れ
た
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
の
中
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
国
は
、
国
全
体

が
貧
し
く
、
教
育
レ
ベ
ル
・
生
活
レ
ベ
ル
の
低
い

国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
の
旅
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
対
す
る
意
識

は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
る
建
築
中
の
高
層

ビ
ル
と
賑
や
か
な
商
店
街
、
な
ん
と
言
っ
て
も

若
い
人
が
街
中
に
溢
れ
て
い
て
、
街
に
活
気
が

あ
る
こ
と
で
し
た
。

　
反
面
、
目
的
地
へ
移
動
す
る
途
中
の
風
景

と
、
学
校
の
あ
る
農
村
部
や
観
光
地
で
見
か
け

た
、
も
の
す
ご
い
ゴ
ミ
の
散
乱
、
貧
し
い
身
な

り
で
物
乞
い
を
す
る
人
、
家
と
い
う
に
は
あ
ま

り
に
も
ひ
ど
い
家
屋
な
ど
、
車
で
一
時
間
程
度

の
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
に
も
差
が
あ
る
格
差
社

会
の
現
実
を
垣
間
み
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
素
朴
な
生
活
を
し

て
い
る
人
を
見
て
、
国
が
貧
困
で
も
〝
人
〟
は

貧
し
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
子
供
達
は
自
由

奔
放
だ
し
、
若
者
が
充
満
し
て
い
る
街
中
の
活

気
も
す
ご
い
、
こ
の
国
の
将
来
に
希
望
を
見
た

き
が
し
ま
し
た
。

　
短
い
期
間
で
し
た
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現
状

を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
発

見
や
学
び
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
今
回
の

体
験
か
ら
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
は
ど
う
生
き
る

か
、
も
う
少
し
考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
今
回
の
旅
で
出
会
っ
た
総
て
の
人
に
感

謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
愛
知
県
安
城
市
・
会
員
）

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

学
用
品
を
現
地
の
学
校
で
配
布
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
く
だ
さ
る
ツ
ア

ー
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

は
、
年
三
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金

農
村
の
貧
し
い
子
ど
も
達
が
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
と
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
る
里
親
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
金
額
は
年
間
三
万
円
〔
分

割
も
可
〕
で
す
。

  

会
員
と
し
て

・
個
人
会
員
（
年
額
一
口
五
千
円
）

・
法
人
会
員
（
年
額
一
口
一
万
円
）

・
里
親
会
員
（
年
額
三
万
円
）

会
員
の
皆
様
に
は
、
隔
月
発
行
す
る
本
会

の
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
を
発
行

の
都
度
郵
送
し
ま
す
。
会
費
の
送
付
は
、

郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
み
、
現
金
書
留
で
。

〈
郵
便
振
替
口
座
名
〉

　
21
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

〈
口
座
番
号
〉

　
０
０
１
３
０
︱
０
︱
１
６
０
９
１
６

※
銀
行
振
込
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
郵
貯
銀
行
の
自
動
引
き
落
と
し
を
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
私
は
二
十
歳
に
な
り
、
徴
兵
検
査
を
受

け
合
格
後
、
召
集
令
状
を
受
け
、
宇
都
宮

東
部
第
四
十
部
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

　
私
は
馬
が
好
き
で
し
た
か
ら
、
砲
兵
隊

を
希
望
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
叶
い
ま
し

た
。
家
業
が
農
穀
業
で
し
た
の
で
、
馬
の

取
り
扱
い
は
抜
群
で
し
た
。

　
内
務
班
に
入
り
説
明
を
受
け
た
と
こ

ろ
、
砲
兵
隊
に
は
観
測
・
通
信
・
砲
手
・

躯
者
と
四
つ
の
兵
科
が
あ
っ
た
の
で
、
私

は
通
信
を
選
び
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
手
旗
信
号
、
モ
ー
ル
ス
譜

号
で
す
。
訓
練
は
営
庭
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
慣
れ
て
か
ら
は
営
外
に
出
て
訓
練

を
受
け
ま
し
た
。

　
教
官
の
教
え
方
が
上
手
だ
っ
た
の
で
覚

え
も
早
く
、
終
了
後
、
私
は
通
信
係
助
手

を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
朝
は
起
床
ラ
ッ
パ
で
起
こ
さ
れ
、
営
庭

に
並
び
整
列
し
て
点
呼
を
受
け
ま
す
。
そ

れ
か
ら
室
内
で
点
呼
、
食
事
で
す
。
規
則

が
と
て
も
厳
し
く
、
ボ
サ
ッ
と
し
て
い
る

と
す
ぐ
ビ
ン
タ
を
く
ら
い
ま
す
。
一
人
で

も
悪
い
こ
と
を
す
れ
ば
全
体
責
任
で
並
ば

さ
れ
、
革
の
ス
リ
ッ
パ
で
手
加
減
な
く
殴

ら
れ
ま
す
。
私
的
制
裁
は
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
軍
人
精
神
を
植
え
付
け
る
た

め
に
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
い
よ
い
よ
転
属
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

北
と
南
に
別
れ
ま
す
。
（
つ
づ
く
）

（
群
馬
県
桐
生
市
・
副
理
事
長
、
里
親
会
員
）

　
本
会
の
副
理
事
長
、
佃
井
庸
八
さ
ん
は

御
年
九
十
歳
、
年
に
三
回
実
施
さ
れ
る

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
に
参
加

す
る
な
ど
、
今
も
な
お
現
役
で
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。
佃
井
さ
ん
か
ら
、
戦
争
体
験

の
原
稿
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
し
ば
ら
く

連
載
い
た
し
ま
す
。
国
際
協
力
の
原
稿
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
読
者
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

佃 井 庸 八
20 歳の私です

■
現
地
の
事
務
所
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
メ
ン
・
ソ
マ
リ
ン
が
女
の
子
を
出
産
し
ま
し
た
。
三
ヶ
月

ほ
ど
産
休
を
取
り
、
九
月
か
ら
復
帰
し
ま
す
。

■
里
親
会
員
の
鈴
木
春
男
さ
ん
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ

プ
で
レ
ス
ト
ラ
ン
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
特

に
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
日
本
食
も
あ
り
、
早
速
、
七

月
の
〝
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
〟
の
夕
食
で
賞
味
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
名
は
〝
か
ぐ
や
姫
〟
で
す
。

■
第
二
十
一
回
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
は
、
七
月
四
日
に
出
発

致
し
ま
す
。
今
回
は
珍
し
く
十
人
足
ら
ず
の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、

家
族
的
な
旅
を
楽
し
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
旅
の
安
全
を
お
祈
り

く
だ
さ
い
。

１

2012年（平成24年）　7月1日（第65号） 4


